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367　　1VF−ET にお け る 「hMG テ ス ト』の 有用性
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【目的】初回 IVF 時 に は，排 卵 誘発 に対 す る卵 巣 の 反応 性 を予 測 す る こ とは 困 難な こ とが 多 く，指標 とな る もの が求め られ て

い る．そ こ で 我 々 は1996年 よ り 『hMG テ ス ト』と して 月経周期 3 日 目か ら hMG1501U を連 日 4 日間 投 与して そ れ に対す る卵
巣 の 反 応 性 を評 価 し，そ の 結 果 を 参 考 に して 初 回 IVF −ET の 排卵誘発方法 を決定 し て い る，今 回 そ の 有用 性 を後方視的 に 検討
した．
【方法】1996年 1 月か ら2000年12月まで に 当科 に て ，long　protocolで 初 回 IVF を行 っ た 208例 を 対象 と した．　rhMG テ ス ト』に

お け る 月経周期 71．1目の E、値（d7E，）， 発育卵胞数 ， な らび に LH 基 礎値や FSH 基 礎値 など を指標 と し，それ らの 指標 と初 回

IVF 時の 総 刺激 日数，　 hMG 製 剤 の 使 用 総 ア ン プ ル 数，採卵 数 との 相関 に つ い て 検討 し た ．
【成績】LH 基礎値 お よび FSH 基 礎値 を指標 と した場合，総刺激 日数，　hMG 製剤 の 使用 総 ア ン プ ル 数 採卵数 との 問に は柑関
は い ずれ も認め ら れ なか っ た が，d7E、を指標 と した 場 合 ， 総 刺 激 ［1数 との 問 に は相関が 認 め られ （y・＝　

一
　e．oo17x ＋ 9、2253，　f

＝0．027Lpく 0．05），
　d7E、が 高い 程刺激 El数は短い 傾向に あ っ た．ま た，不妊因子を男性因子 の み，卵管因子の み に限定 した場

合 （n ＝ 96），d7E2と hMG 製 剤 使用 総 ア ン プ ル 数 との 問 に も相関が見 られ （y＝− O． 251x ＋ 34．216，　f ＝0．0965，　p ＜0．05），d7E 、

が 高い 程 hMG 製剤使用総 ア ン プ ル 数 は 少ない 傾向に あっ た．
【結論】排卵誘発 は LH ・RH テ ス ト，　 FSII 基 礎値，　 LH 基 礎 値 等 を参 考 に 行 うこ とが 多 い が，『hMG テ ス ト』 もまた 初 回 IVF −
ET の 排卵誘発方法を決定す る際 の有用 な指標 の 1 つ に な りうる と考 え られ た．

368　　 体外受精反復不成功例 に対する偽閉経後体外受精の 有効性 と適応
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旧 的】体外受精妊娠率は そ の 反 復で 低 下 し，特 に 3 回 目以 降で は不良で ある ．無月経mp　GnRH 　agonist に よ る偽閉経 の 直後で は

妊娠率が増加す る との 報告があ り，本研究は，体外受精反復不成功例に対し偽閉経後体外受精の 有効性 とその 適応を検討した．
1方法】体外受精が 2 回 以 上 不 成功 で あ っ た症 例 に39周 期 の 偽閉経 後体 外 受 精 を施 行 した．月 経第 3 日よ り酢酸 リ ュ

ープ ロ レ リ ン

188mg を 4週 お き 4 回皮下投 与 し， 最終投 与の 4 週 後か ら hMG 投与 を開始 し体外受精を施行した．そ して そ の 成績 を 同 じ症例

の 既 往体外受精成績 と比較 した．また年齢 と月 経第 3HFSH 値 に よ り偽閉経後体外受精の 有効 症 例 を選 別す る こ と を試 み た．
【成績】偽閉経後体外受精 （39周期）と既往通常体外受精 （143周期）で の 妊娠率は18％ ， 2，ユ％ で，偽閉経後体外受精 で 有意に 高
か っ た （P＜ 0．001）．偽閉経後体外受精の 妊 娠 率 は，FSH 〈 101U／1（26周期）で 27％，≧ 10（13周期〉で 0％ と

，
　 FSH ＜ 10で 高か っ

た．年齢く41歳 （32周 期 ）で は妊 娠 率22％ ， ≧4ユ （7周期）で は0％ と，＜ 41歳 で高か っ た．FSH ＜ 10かつ 年齢く 41 （24周期）で

は ， 妊娠率29％ で ，FSH ≧ 10また は 年齢≧ 41 （15周期）で の 0％ よ り有意に高 か っ た （P＜0，05）．そ こ で 偽 閉経後体外受精 の 最有

効群，FSH く 10かつ 年齢 く 41に 関して，卵胞数 ， 採卵数 ， 受精卵数 ， 胚 数 ， 良好胚数 を既往通常 と偽閉経後 で 比べ る と，すべ て

有意差が な く，妊娠率の 改善 は子 宮 着床 能 の 向上 に よ る と示 唆 さ れた．
【結論】偽閉経後体外受精 は ， 体外受精反復不成 功例に有効で ，特 に FSH ＜ 10かつ 年齢く 41の 症例が 適応と考え られ た．またそ

の 機序 は子 宮着床能の 改 善に よる と示唆 され た．

369　　 体外受精
・
胚移植の た めの 卵巣刺激における GnRH ア ン タゴ ニ ス ト酢酸セ トロ レ リクス に よる早発排卵防IEに 関する 研究

NS75A　IVF研究会 （鳥取大 他13機関，責任者 ：寺川直樹）

岩部富夫

【月的】体外受精
・
胚移植の ための 卵巣刺激にお ける早 発排卵 防 IL：に 対ずる酢酸セ トロ レ リ ク ス の有用性 を検 討す る

【方法】全国14施設にお い て ， 文書 に よ る同意の 得 られた体外受精お よび顕微授精症例を対象とした．セ トロ レリクス の 単回投与 （n
罵58）あ るい は反 復投与 （n ＝57）に よt

） て 卵巣刺激時の早発排卵を防止で きるか 否か につ い て，そ の 有効性 と安全 性を多施設共同非

盲検試験 によ り検討した．月経第1−−3日Hか らhMG1501Uを連 日4 日間投与し，その 後は卵胞発育の 程度に応じて hMG 投与量を調

節 した．主席卵胞径が18mm 以 lt，とな っ た時点で hCGIO，0001U を筋注 した．　 hMG 投与開始 7 日後に セ トロ レ リクス 3mg を単回，あ

る い は O、25mg を hMG 開始 6 日後 か ら反復皮下投与した．血 中 Eu，　P，LH ，　FSH の 測定をあ わせて 行 っ た．
【成績】セ トロ レ リクス の 単回お よ び反復投 与は 両群 で それ ぞ れ 55例 に行わ れた．早 発排卵 は両群 と もにみ られず，全 例 に お い て hCG
投与が可能であ っ た．hCG 投与時に おける 直径11mm 以上の 卵胞数と採卵数は ， 単回投 筝群 で平均8．4と6．8個，反復投与群で 平均7．5
と5，6個で あ っ た．単回 ある い は反復投与群で それぞれ4．2個と3．9個の 受精卵が得 られ，96％ お よび87％の 症 例で 胚移植が 行わ れ た．妊
娠率は，胚 移 植あた り28．3％ と16．7％ で あ っ た．セ F ロ レ リク ス の 投 与に もかか わ らず早発 LH サージ （血中 LH ≧ 10mlU／ml か つ P
≧1、eng／ml ）が出現した症例は，単回投与群で はなか っ たが，反復投 与群 で は 4例 にみ られ た．重篤な副 作用 や重 症 OHSS は発 生 し

なか っ た，
【結論】GnRH ア ン タ ゴニ ス ト酢酸セ トロ レ リクス は，体外受精

・
胚移植の ための 卵巣刺激にお ける早 発排卵防止 に 有用で ある こ とが

示 された，
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